
高等専門人材育成機関の設置に向けた検討について 

 

１ 趣旨 

ポストコロナ、気候変動そして人口減少の時代の中で、「夢と生きる力」を育み、

産業の競争力を高め、そして変化する地域に対応していくために、「価値創造力」と

「専門性」、そして「実践力」を兼ね備えた工業系の高等専門人材を育成する必要

があり、そのための教育機関の設置について検討を進めている。 

 

２ 検討経過 （詳細は資料２を参照） 

令和元年度 「滋賀県高等専門人材育成機関検討会」 （以下、「庁内検討会」） を 

9 月に設置し、意見交換や検討課題を整理 

令和２年度 庁内検討会にて「高等専門人材」の定義づけを行うとともに、県内企

業との意見交換やアンケート等を踏まえ、「高等専門学校」に絞り込ん

で検討を行うことを確認 

⇒これまでの検討経過を「中間まとめ２０２０」（案）として取りまとめ（資料２） 

⇒今後は、高等専門学校の実現に向けた検討を進める。 

 

３ 今後の検討 

次年度には、外部有識者による懇話会を設置し、そこでの意見や専門コンサル

タントの支援も踏まえ、高等専門学校設置に向け、学科やカリキュラム、規模、経営

シミュレーションなど、さらに具体的な項目の検討を行い、「構想骨子」として取りま

とめる。 

 

 ■ 検討項目  

 構想骨子の検討＜令和３年度＞ ⇒ その後の検討 

コ
ン
サ
ル
支
援 

を
受
け
て
検
討 

○ ニーズ（入学者、採用側） 

○ 育成すべき人材 

○ 学科・カリキュラム編成 

○ 学校規模（クラス数） 

○ 実習設備、必要施設 

○ 設置費用・収支見込の概要、損益分岐点 

など 

 ○ 教員の確保 

○ 講座の詳細（シラバス） 

 ・リカレントの枠組み含む 

○ 人件費 

 

 

など 

県
で
直
接
実
施 

○ 設置主体、運営主体 

○ 産業界との共創のしくみ 

（インターンシップ／共同研究／資金支援） 

○ 施設・場所の候補 

など 

○ 補助金・助成金 

○ 設置主体組織 

○ 産業界との協議会組織 

○ 施設・場所の決定 

など 
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４ 今後のスケジュール 

令和２年度 ２月 

３月 

第８回庁内検討会（中間まとめ２０２０案） 

「中間まとめ２０２０」報告 

令和３年度 ４月 

以降 

 

３月 

外部有識者の懇話会を設置 

学科編成など高専設置の実現に向けて具体的に検討 

 

高等専門学校設置に関する構想骨子の発表 

 

 

 

 

参考） 高専設置の場合の文科省認可に至る基本的な流れ 
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